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1mg （20國際單位） ず っ 注 射した群 と注射 し 探 い 群 との

仔 0 発育状態 に 及 ぼ す 影響 の 比 較櫛 討及 び こ の 聞 の 孚L腺
¢〕組織的檢索を行 い ， 叉 P3フ

に よ り乳 腺 の 燐分雷 を行

い 代謝の 状況を調 べ た．そ の 成績は 非注射母 ヲ ッ トでは

4 口間 以 上 離 乳 せ し め た 後 ，仔 を 3 匹 つ け る と ， 仔 は 3

H 以 内 に 全例死 亡 した が ，
Prolactin 注射母ラ ッ トで は

4 日 離乳で50％ 5 日離乳で33％仔の 発育に成功 した 。又

pe2 鑷取 は 離 乳 後第 1H で は Prolactin 投興母 ラ ツ トは

非離乳 母 ラ ッ ト と同程度 ， 離乳母 ラ ッ トは 著 しい 減少を

示 し離乳第 3 日 目で は Prolactin 投 興 母 ラ ッ トも非 離 乳

母 ラ ッ トに 比 べ 著 しい 減少を示 した ．こ れ は 乳 の 排出が

な い た め と思われ ， 離乳母 ラ ッ トに 比較すれぽ P ／11
攝

販は多 く特 に Phospho 　 Protein は 6倍 の 高 値 で あ つ

た ．RNAiDNA は 全例第 1 口目 よ り高値を示 した．叉

組織的所見 も Prolactin投與母 7 ッ トは 非離乳 と離乳母

ラ ッ トの 中間像を示 した．

　 80．人絨毛性性腺刺戟ホ ル モ ン （HCG ）継続投

与ラ ッ ト諸臓器 の組 織所見 に つ い て （第 2 報）

　　　　　　　 （関東逓信） 街風喜雄 ， 大森亮英

　　　　　　　　大村雄 三 ， 木内　実 ， 東郷次 朗

　昨年の 総会で，HCG 單独 （A 群），　HCG ＋ Estrogen

　 （B 群） の 場合を述 べ た が ， 今囘は ， 妊娠可能 な成熟

雌 ヲ ッ トに HOG200Lu ．週 21巳1皮 下 （イ）十 17α 一Hyd −

roxyprogesterone 　 capronate 　12．5  週 1囘筋注 （P ）

（C群） と ， 之 に Estradiol　benz 。ate 　 O．1  週 2囘皮

下 （ハ ） を 加 え た 群 （D 群 ），対照 と し て （V ）十 （ハ ）

の 群を とり 6〜 7週繊続投與 を 行 い
， 週別に各臓器 の 組

織所見 を檢討 した．

　C 群では 子宮壁 は 萎縮 性 で腺 L皮 は 高 く，子宮腔 は 狭

くな る．卵巣は 小 ， 中等大の 卵胞 ・間質部 ・黄体 を 認め

る．D 群では 1 週で子宮腺上 皮の 丈高 くな り，3週で腺

上 皮 に 空 泡 形 成 を 認 め ， 子宮 壁 ば や 丶 厚 くな る が ，萎縮

性は認 め ず．5週で粘膜下層 の 子宮管徑の 猛張 を 認 め

る．反 之 ，対照 群 で は 腺 上 皮 は 低 く扁平 とな り， 子宮壁

の 伸展強 く ， 腔 の 擴張極 め て強 い ．各群 を 比 べ る とHC

G の 妊娠時 の 新 し い 生 物学的意義 が 考 え られ る．

　 D 群 の 卵葉 は 1 週で僅 か の 無卵子卵胞 と間質部を認 め

る 他は 黄体形成で占め られ，5 週 で ぽ 数個 の 無 卵 子 卵

胞 ， 聞質都 の 出血 像 ， 黄体 が 認 め られ た ．

　 こ の 他 ， 副腎，下垂体，甲状腺，胸腺，肺，心，肝 ，

腎 ， 脾 ， 胃な どに つ い て 亀各群比較 した ．

　 81． ゴ ナ ド ト ロ ピ ン の ヘ キ ソ サ ミ ン に 関する検

討

　　　　　　　　　（京都病態生 理 研）　志多 半 三 郎

　 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン が 一
種の 糖蛋白 と して ヘ キ ソ ーズ 及び

ヘ キ ソ サ ミ ン を 含イ∫す る こ と は 衆知の 事実であ る が ，ヘ

キ ソ
ーズ 並 に ヘ キ ソ サ ミ ン の 量 は こ の ホ ル モ ン の 起源 に

よつ て 可成 りの 違い があ り， また ヘ キ ソ
ー

ズ の 種類 も下

垂体 に 起源 す る 毛の と妊馬．riL清或ほ人ll自盤絨毛に 起源す

る もの に ょ っ て 異 な る こ とが 明らか に され て お る．然 し

こ こ に存在 す るヘキ ソ サ ミ ン が 如何 な る 種類 に 屬す る

か ， 或 は そ れが ヘ キ ソ ーズ の 女n くこ の ホ ル モ ン の 起源 に

よ つ て 種類 を 異 に す る か とい ろ疑問 に 應 えた 研 究 は 未だ

文献上 に は発見 紺 しな い ，演 者 は ゴ ナ ド トロ ピ ン に於け

る ヘ キ ソ サ ミ ン 存在 の 意義を究明する こ とを意圖す る も

の で あ る が ，こ の 目的 を達 す る た め，先 ず そ こ に含 有 され

る ヘ キ ソ サ ミ ン の 分 別 を 企圖 し， 下垂 体性 ゴ ナ ド トロ ピ

ン ， 妊馬1血清 ゴ ナ ド ト ロ ピン ，絨毛性 ゴ ナ ド トロ ピ ン の

3 種 を 資料 として ，ご れ らを N −H ，SO ，で 100℃，5 時間

加水 分 解を行 い 水酸化バ リ ウム で中和 した 後 ， そ の濾液

を イ オ ン 交換樹脂に 吸着 せ し め，然 る後 0．3N −HCI で

溶出せ しめ た もの を檢液 と して，ペ
ーパ 　

ク ロ マ ト グ ラ

7 イ
L一

で同定 を 試み た．そ の 結果妊馬血清 ゴ ナ ド トロ ピ

ン か ら は グ ル コ サ ミ ン 及 びガ ラ ク トサ ミ ン の 兩 ヘ キ ソ サ

ミ ン を同定 し得 た が ，演者 が こ の 実驗に使用 した 下垂体

性及 び 絨毛 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン か らは グ ル コ ツ
『
ミ ン の 檢出の

み可能であ つ て ，　 ガ i7ク トサ ミ ン の 同定は困難で あ っ

た．然 し演者 が用 い た 方法 ほ 兩ヘ キ ソ サ ミ ン の 混合比に

よ つ て ぞ の 應 用 に
一

定 の 限界 が あ る こ と差 確認 して い る

演者等 の 基礎的研究に 顧 み て ， 以 上 の 結果 を もっ て 直ち

に ガ ？ ク トナ ミ ン の 存在 を否定 す る もの で な い こ とを附

言 し て お きた い ．

　 82．我教室 の 精 製 Gonadotropin と米国 NIH

並 び K61n 大 学の （fOna　lotropin との 電気泳動

学的比較検討 に つ い て

　　　　　　　 （檸戸医大） 植田 安雄 ， 望 月眞 人

　　　　　　　　　　　　　荒木蔵 六 ， 鷲尾 　隆

　吾粛 は 咋 春 の 総会 に 於て ， 連続 濾紙電気泳動法 に よ る

尿中並 び に 豚 下 垂 体 前葉性腺刺戟 ホ ル モ ン CG ） の 精製

と精製 し た G 活性 物 質 に 含有 さ れ る 糖成 分 に つ い て 発表

した が ，其後米國 N 亅 H 及び独逸 KOIn 大学産婦人 科教

室 よ り精製 G の 提供 を受 げ た の で ，吾 k の 精製 した G と

比較檢討す る機会 を 得た ，そ の 結 果 を 報告 す る．

　水平式濾紙電気泳動 を行 う と，酸 性 緩衝液では KOII1一
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